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子どもの権利集約 フ ォーラム 2 0 0 2 i n ちば 趣 旨

子どもの権利条約フォーラムは1 9 9 3 年開催以来、以下の点を基本的な趣旨
として掲げてきました。

①日本における子どもの問題に取り阻む人々と海外における子どもの問題に

取り阻む人々の現状報告及意見交換

②

③

④

子ども同士の交流、子どもの大人の意見交換
条約のより実効性ある実施を進めるための国・ 自治体関係者との建設的対話
条約をひとつの基準として日本と世界で子どもの権利水準の検証。「子ども

の権利条約白書」の刊行

⑤条約の趣旨や規定の普及
＝■＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ■＝ ＝ ＝ ■■■－●

後 援
千葉県・千葉県教育委員会・千葉市・千葉市教育委員会・我孫子市・我孫子市教育委員会・市川市・市原市 ・

市原布教育委員会・〔晒 市・浦安市・拍市・拍市教育委員会・鎌ヶ谷市・君津市・佐倉市・佐倉市教育委員会
白井市・袖ヶ浦市・東金市・成田市・成田市教育委員会・流山市・習志野市・野田市・野田市教育委員会 ・

船橋市・松戸市・茂原市・∧街市・∧千代市・四街道市・四街道市教育委員会・近江八幡市・川西市・川西市
教育委員会・Jt腑市・川崎市教育委員会・子どもの人権連・ユニセフ募金千葉事務局・千葉県弁護士会・千葉

日報社・朝日新聞千葉支局・読売新聞千葉支局・毎日新聞千葉支局・東京新聞千葉支局・ N H K 千葉放送局 ・

千葉テレビ放送

オープ ニ ング ア トラ ク シ ョン一 口ック ソー ラ ン 一

堂本知事と若者の対帯 「おとなにばか り任せていいのか ！？」

ペルーの働 く子どもたちは今 一私 たちが求める権利 とは一

子どもの表現大交流会 くI t 5 t h e  H Y O g e n 〉

第1 分科会《はじめの一歩～子どもの社会参画に向けて～》
第2 分科 会 《子 ど もの心 を受 け止 め るアサーティプ・トレーニンク ≫

第3 分 科 会《 あそ ぽ あ そ ぼ 子ともと棚 あそ椚 づ ショップ》

第4 分 科 会 ≪子 ども も市 民 ！～ティーンズ増える空肝 サイ淵 S》

黄5 分科会 ≪こんな学校・あつたらいいよね ！≫

第6 分科会 ≪小児科医・毛利子来さんと謂て・折斡法を学ぷ》

第7 分科会《語り場》

第8 分科会《シンポジウムーO K ！不登校・ひきこもり》

葦9 分科会《統合教育何■ごも相談皇》

第10分科会《大漁凰 こゆめ矧 ナる 一つくろうMy Fねg≫

第11分科会 ≪チャイルドライン一千薫からの発信－》
第1Z分 科会 ≪征 したち抜ここにいか 武 力紛争 こ子 こ もの権利 ～》

第13分科会《ペルーの働く子どもたちと交流しよう》
第14分 科会《養護施設を知つていますガ ー折う考えよう点描顧》

第15分科会 ≪子育て、教育言いたい放題》

第16分 科 会 ≪シンポジウム・子とも鎌 椒 例 ガ でさる とど う変 わるの ？》

第1了分科会《訃たいことを言おう ！やりたいことを描こう≫
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？子 ども・ 若者 か らの メ ッセー ジ？

武田 輝理 （1 6 ）

フォー ラムに参加 して、私の人権って ど

んな ん だろ う とふ と考 えま した。

ペル ー の ナ ソ ップ の子 の ひ と りが 、「日本

の子 ども達 には 、た く さん持 って い る可能

性を大切 に生か して欲 しい。僕 らの可能性

は限 られ てい るか ら」 と言 って い ま した。

それは もっば ら真 実だ と思いま した。

でもこれ を聞いた時に、今の 日本 の子 ども

らに 「自分 はた く さん の 可能性 を持 って い

る と思 い ます か イ ンタ ビ ュー 」 を した くな

りま した 。

私ほ そ う言 っ てい る彼 らの方 が宇 宙 く らい

の無限の可能性が見えたってい うか持 って

る と思 っ た し、今 の 日本 にた くさん の可 能

性は見えるか と聞かれた ら、私は絶対喰っ

てす ぐに は答 え られ ない と思 いま した。

（自分の可能性はあるか って聞かれ た ら即

答でイエスだけ どね ！！）

人権 って 、 自分 を尊重 出 来 た り、 自分 で 自

分の 生 き方 を選 べ るって 事 で も あ る と思 う

ので 、私 か ら見て それ が うま く出 来 て ない

日本 は凄 く変 な ところだ と思 い ま した。

つま り人権が踏 んづけ られているのに 自分

で気が付かないん じやないかと思いま した。

思い 当 た る事 が あ る人 が居 た ら、誰 に ど う

い う事で踏んづけ られ てい るのか、一度後

ろ を振 り返 っ て考 えてみ る とち ょっ と世 界

が広 が るん じや ない か と思 いま した。

私は、学校に行 かな くなった時 に、 よく世

間や周 りの人 に 「学校へ行 かない のは変

だ ！！」 とか言 われ ま したが、「私 が 自分

で選んだ生き方にいちゃもんつけるあんた

らが ち ょっ と変 よ ！」 と思 え る、 それ こそ

が 自分 の人権 なん じや ない か と思 い ま した。

武田 七生 （ 1 7 ）

今回の フォー ラムで思 った こ とは、「子

どもの人権 とい うのは、ぜんぜ ん守 られ て

いない の だな あ」 とい うこ とです 。

自分 の′トさい こ ろを思 い 出す と、人 権侵 害

であふ れ てい たん だ、とい うこ とに気 づ き、

いま人権について考えてみても、子 どもの

現状はそれほ どかわっていないのではない

か と思います。

大人の心 ない一言で傷っ き、何 も言 えず に

いる子 どもに、自分の権利 を、子 どもの権

利を知ってもらいたいと思います。私 も小 ■

さい 時 に知 りたか っ た、 と今 にな っ て思 う

のです。

相手がお となでも子 どもでも、 1 人 の人 間

であると認識 して話をすれ ば、子 どもが子

ども であ るか ら起 きる不 当 な差別 なん か な

くな るので はな いか しら。

子 どもは 1 人 の人 間 です。 が、 この 当た り

前 の ことが、 日本 で は無視 され て い る気 が

して な りませ ん。 人 は他 人 の権利 を うば う

こ となん てで きな い 、そ うい う当 た り前 の

こ とが 、この フォー ラ ムを通 じてだ った り、

人 との関 わ りの 中で子 どもに伝 え られれ ば 、

日本 とい う国 も少 しは住 みや す くな る ん じ

や な いか しら、 と思 う今 日 この ご ろです。

西中間 貴子 （1 2 ）

1 2 月 7 日は 、私 に とって 、 とて もいい

日で した。堂本県知事 と会 えて、話せ て、

写真 もー 緒 に撮れ て、 とて も うれ しか った

です 。 あ りが と うござい ま した。

－2－
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前北 海 （1 8 ）
某 よ く しやべ るお ば さんはや っば りな っ

て印象 ですね。や っぱ り千葉県知事にな る

くらい です か らね。 あは は。 ま あ よ くも悪

くも政治家ですね。

これ か らの時 代 は某 よ く しやべ るおば さん

がずーつ と作 るわ けではないので若い世代

もい ろい ろ考 えな きやな っ と思 っ た叫 日で

した 。

小林 牧人 （1 9 ）

小 中学 校 の 時 『 こ うい うこ とをや られ

た』 とか 『学 校 に くるな 』 と言 われ た こ と

を話 しま した。堂本 さんは 「大変 だね」 と

聞いてくれて良かった と思います。

堂本 さん の とな りに座 っ て 良か っ た と思 い

ます。

その後みんなに褒 め られ て良かった と思い

ます。

知らない人 と出会 って、広がって友達が出

来て良かった と思いました。

斉藤 千代美 （1 6 ）

私の持つフォーラムの感想 は本当にみん

なに出会 えて良かったって事 です。言いた

い こ との半 分 も言 えなか った と思 う、 で も

後悔 の ない よ うに 言 い たい こ とは ちゃん と

言えた と思 う、私 の言 い た い こ との 半分 で

も四分 の一 で も人 に伝 え られ た ら良 いな と

思う、最後に言いたい土とだけ言 って終 ら

せた し私 も感情的になっていたか ら訳のっ

わかんない事 を言っていて と思 う、だけ ど

後悔は してない。

だって言わず に後悔す るよ り少 しで も言

つてか ら後悔 した方 が 自分 の 中です っき り

するか ら、か な り失 礼 な こ と を言 った と思

うしこの場 か ぎ りだ とい う恥 じのか き捨 て

も有 り強気 に で た し、 で も私 が言 った こ と

を一 人 で も多 くの人 に知 って も らえて、 そ

の一人でも私 と同 じ考 えを持 って くれれば

とて も嬉 しい。 そ の こ とを考 えれ ば私 は フ

ォー ラム で 自分 が とて も成 長 出 来 た と思 う

他では作れない よ うな同 じ悩み を持つ友達

もた く さん 出来 た。 た った一 日だ け どとて

も大 切 な一 目で した、 冊子 に も有 った よ う

に子 どもの権利条約 フォー ラムはまだ終 っ

てない と思 う、子 ども一人一人の人権 を偏

見な しに認 め られ るま で はま だ まだ 多 くの

時間がかかると思 う、私 たち一人一人の力

は小 さい け ど何 もせ ず にい る よ りは少 しは

力になれ る と思 う。 だ か ら私 は これ か らも

少しずつ で もカ に な りたい と思 う。言 いた

いこ との解 らな い文 に な って しま った け ど、

私の 言 い たい こ とをな るべ くそ の まま書 き

ました。

小島 正男（1 2 ）

フォーラムに行って楽 しかったです。後、

又フォー ラムに行 きたいです。

小島 正博 （1 3 ）
写真 を撮 って も らった り話 しを した りも

しま した。 楽 しか ったです 。

′ト島 博正 （ 1 4 ）

1＿2 月 8 日、 日曜 日に 「子 ど もの 権利 条

約フォー ラム 2 0 0 2 in ち ば」 で俺 たち

3 人が選 ばれたなんてまだ考 えられない、

俺たちは恩寵園 （以前の虐待の 羊とを話 し

ました）最初は話す気満 々だったけ ど本番

にな った ら緊 張 して何 を い うか迷 って しま

つた け ど金髪 のお 兄 さん に 『話 したい こ と

が有った らす きに話 していい よ』 と言われ

ていろいろと話 した。園長先生や 中山健君、

浦島 さん、長浜先生の話 しを聞いてす ごい

と思 った。

しか も ヴォイ ス と言 う人 た ちに 『イ ン タ

ビュー して良いですか ？新聞に載せ たいの

で、 フ ォー ラムで 話 した こ とを教 えて くだ

さい』 と言わ れ び っ く り した。 も し新 聞 が

出来 たら俺はまだ見てないので見たいなあ。
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子どもの権利 条約 フォー ラムに参加 して

山品 映ニ

まず は じめに、9 月前半 より仕事 の関係で、企画 を担当 しつつ も実行委貞会にほとん ど参加

できな くな って しまっ た こ とを深 くお 詫 び 申 し上 げ ます 。

同時 に、それ で もチ ラシの原 稿 を作 って くれ た り、当 日の こ とで決 まった こ とな どを連絡 し

てくれた下村 くんに深 く感謝 いた します。

企画を持ってたので、自分の担当以外の ところに参加す ることができなかったので、私 自身

はフォーラムの一都 しか見てないので、ひ とことでは言 えないのですが、やは り全体的に こ

どもの参加 が非常 に少 なか った ことが残念です。

実行 委貞会 の話 を聞 いて い て もお もった の です が 、す ご く 「お とな」 と「こ どもJ とい うこ

とを強 く意 識 しす ぎて い る よ うに 思 い ま した 。

もち ろん 、こ どもが 中心 に な る こ とは とて もいい こ とです。 しか し、それ をあま りに意識 し

すぎ る と、 それ は 「つ く りもの 」 に な って しま うよ うな気 が します 。

「い っ しょに」がや は り基本 にな って 、そ の なか でお となが ど う動 くか、こ どもが ど う動 く

かが大事なのではないで しょうれ また、こどもを中心にするにはやは りあま りにも人数が

少な くむつ か しかった部分 もあったのか もしれませ ん。

いずれ に しても、お となか らこどもまでを幅広 く対象に した企画のむつか しさを感 じま した。

もっ と も っ とお とな と こ ど も、こ ど も と こ ど も、お とな とお とな の 意 見 交 換 が で き る よ うに

なればいいな あと思 います。
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なかよ しガールズ （浦安子 ども劇場）

インス ピ レー シ ョンで言 葉 を書 く高校 生

デザイ ン専門の仲 間グループテケラの作品群

ー6－



於：プラザ菜の花

食事を しなが ら

交流 しま した

－7－

子ども・ 若者か らの発言



堂本知事 と若者 の対談 「お となにばか り任せ ていいのか ！？」

千葉 県知事の堂本暁子氏 と若者たちが、「学校」「人権」そ して 「これ か らのまちづ くりと

子どもの社会参画」等について語 り合いま した。

＜ パ ネ リス ト＞

堂本暁子千葉県知事 飯塚将太 小林牧人 斉藤千代美 武田輝理

西中間貴子 前北海 三森篤志 山浦彬仁 山本智之 宮坂 友

＜ 司会＞ 中村桃子 松本正輝

．）

．～「乳－
b ．

今回の対談の経緯は、子 どもたちが実際に前 に出て堂本知事 と対談 してみたい とい うと

ころ が ス タ ー トだ っ た 。

さま ざまな子 どもたちが 10 人集 まって自由に意見を言いま した。時間の関係上言いた

い事 全 部 をい うこ とは、難 しか った けれ ども、実際 に知事 と対談 した とい う事 実 は、 素晴

らしい第一歩だ ろ うと思います。対談の内容をま とめる事が困難 だったので 自分の感想 を

書かせてもらいます。

今回三つのテーマ として、「学校」「人権侵害」「社会参画」がありま した。

全体の話 で共通 した部分があった よ うに思います。知 らず知 らずの うちに大人たちが子

どもに、 こ うあ るべ きだ とい う子 ども像 を押 し付 けて い るよ うな感 じが します 。 そ して 、一

大人 も大人像 を作って自分 の行動 を制限 しているような感 じが します。社会 の常識や、マ

ナー 、ル ール さま ざまな言 い 方 が あ る と思 うが、 こ う した あ る像 を意識 す る、 しない に か
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かわ らずに 自分のルール として しまっている。 自分の行動 に制限 をかけている。 もちろん

それ に気 づ き、 自分 の うちか ら出 る もの に従 って行 動 して い る方 もお られ る。 気 づ き なが

らも、葛藤 してい る方 もお られ る。常識 を打ち破 って行動す るとい う事 は、意外 と難 しい

事だ と思います。 もちろん常識 に縛 られ ない とい っても、やってはいけない事 は多々あ り

ます。 それ は、人 をあや め る事 、傷 つ け る事 。 しか しこれ らは、む しろ常識 とい うよ りも、

人と して の倫 理 観 の問題 で あろ う と思 う。 そ こは 、お のお の の考 え る事 であ り、人 それ ぞ

れ違 う部 分 も出 て くる と思 い ます 。 違 うとい う事 で、 常識 に も差 が 出 て きて 当然 で は ない

か。 しか し、その常識 は何 を見て決 めてい るかとい う事。

対談中子 どもたちは、いろんな事 を言っていた。学校に行かないでいた ら、 クラス メー

トや近所 、親戚、先生か ら学校に行 くよ うに言われた り、行 かない事で蔑視 され た り。学

校に行っていない子 どもは果た してだめな子 どもなのであろ うか ？少子化が社会問題 とな

る中で も 1 年 間 に子 どもは、 10 0 万人 以 上 も生 まれ てい る。 全員 学校 に通 うとい うほ うは

無理 があるのではないか。同 じシステムの中に。当人た ちに とって見れ ば不登校 はむ しろ

いい こ とで あ る よ うに思 う。 大 部分 の人 た ち は、 不登 校 は まず い とい う事 か ら始 ま っで い

る。 しか し、 それ は所 詮 周 りの意 見。 ど うに か しな い とい け ない と思 い込む か らだ。 それ

が現在の親子の苦 しさを生み出 している。

学校に通っている子 どもか らは、 さまざまな校則、卒業式での規則な どを話 して くれ た。

子どもたちは、その規則 に納得で きていない。学校の決ま りだか らだ と思 う。生徒たちの

決ま りで はな いか ら。 校 則 な どは、 学校 とい う制 度 （組 織 ） の上 に成 り立 っ てい る よ うに

感じる。 しか し、根 本 と して 、髪型 が決 ま っ てい た り、服装 が決 ま って い た りと、 これ が

守られ な くなった ら学校組織 は崩れ るのであろ うか。 もっといえば、校則 で子 どもたちを

縛る事 を納得 させ られ る だろ うか。 疑 問 で あ る。 当人 た ちの 自由だ と思 う。 それ こそ 、子

どもた ち を見 ない で 、学 校 運 営 を しよ う と してい るの で はな いか。 学 校 とい う組 織 の側 に

立てば今 のシステ ムは、効率 はいい と思 う（事実 と して）。 しか し組織 本位 の規則で、子

どもた ち を見 ない の で 、校則 が無 くな って しま う と学 校 シス テ ムが崩 れ る と思 うので あれ

ば、 あ るい は子 どもた ち が成 長 で きない と思 うの で あれ ば 、子 どもを あま りに も見 下 して

い る と しか言 い よ うが な い。 子 どもた ち はい ろい ろ と考 えて い る。 経 験 も少 ない か ら失敗

もあ るで しょ う。 しか し、大 人 で も失敗 はす る もの です よね。 子 ども と大人 の 比較 で しか

な くな る。 子 ど もた ちが 自分 自身 で 考 えて行 動 す る こ とで失 敗 を経 験 す る事 もで き る。 自

分は、失敗はいっばいす るべきだと思っています。失敗っていっぱい学ぶ事が多いです よ

ね。 決 ま りやル ー ル で落 と し穴 を埋 めて しま った ら、埋 め る人 が い な くな った ときに落 と

し穴 に落 ちて しまいます よね。失敗 した ときに大人が一緒に考 える。納得で きない決 ま り

よ りも子 どもた ちで 考 え決 ま っ たル ール の方 が子 ど もた ち も考 える機 会 が あ る し、 子 ども■
7

た ちは幸 せ だ ろ うと思 う。

ほかには、恩寵園に通 っている子 どもは、私学に通 うには、補助金が出ない事 になって

－9－



いる。義務教育を終えて しまえば、公立以外の学校 に通 う事は大変に難 しくなって しま う。

これ は、 だれ のた め の規 則 で あ ろ うか ？県 の た めの規 則 で は なか ろ うか 。す くな く ともそ

の子 どもに とっ ての規 則 で はな い事 は明 らかで し ょ う。

障害 を持 って い る子 どもには 、それ だ け で さま ざま な偏 見 と差 別 の対象 とな って しま う。

差別 をす る事 は、人 としての倫理観に近い ものが ある。差別す る事で障害を持 った子 ども

と向 き合 えなかった ら全 く意味がない。果た してそ こに根拠 はあるのであろ うか。無意識

に差 別 してい る とい う場 合 もあ る と思 い ます が 、意識 しな けれ ば、 差別 をや め よ うとい う

気持 ちにな る事 は ない か ら、 当事者 た ち に とって は もっ とも厄介 だ ろ う。

それ は本 当 に正 しい の か。 さま ざま な決 ま りや 、常 識 とい うものは 生 きて い く うえ で多

いです よね。 しか し、常識 の根拠 は本当に正 しい ものであるのか。差別 に しろ校則な どの

決ま りに しろ、何 のための決 ま りなのか とい う事を感 じます。組織 を守って人を守ってい

ない よ うな常 識 な らば私 は意 味 を感 じ られ ない。 そ んな決 ま りは 、 くそ食 らえで どっ か に

ホッポ リ出 して しまいたい。正 しいのか正 しくないのか。 それは、当人たちの幸福で決 ま

るのではないか。不登校が悪い事で どうにか しなければな らない とい う根拠 はどこなのか。

当人たちにとって不登校 をど うにか して学校 に通わせ る事が幸福 なのか どうか。学校 に行

く事でまわ りは幸福 になれ るかもしれ ない。学校機 関ならば学校制度 を維持できる。親や

親戚は、安心できる。近所の人た ちは、善意のつ も りで幸せ なのかな。 しか し、当人に と

っては、学校 に行 く事が幸せ とは限 らない。常識 とい うものさしで学校復帰を 目指すな ら、

これ ほど無責任 な事はない。 それ は、本人 と向き合わないで学校に通 うとい う組織の側 に

立ったものではないか。

全体を通 して、社会 の常識 が子 どもたちを圧迫 し苦 しめているように思い ました。 しか

しこれは、子 どもたちだけに限 らず大人 にも通 じていると思 います。社会 は決ま りの上に

成り立 って い る とい う方 も居 られ る と思 い ます が 、決 ま りがあ って人 が い るので はな くて 、

人がいるか ら決ま りが出来るのだ と思います。人々のために。決ま りやルールを作って（法

律、常識 、マナー）、人間を苦 しめたのでは、本末転倒だ と思 います。 人がいて より良い

生活 とす るためにルール を作ったはずです。

無関心にはなって欲 しくない。 当人たち と向き合わないで差別や偏見、規則を作って し

まわな い で くだ さい。 自分 はそ うな りた くな いです。

＊当 日の様子を録音 してテープ起 こしもしていますので、 ご希望の方 はご連絡 くだ さい。

文 ：松本正輝
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私たちが求める権利とは
～－ペルーの子ども団体「ナソップ」を迎えて ～

シンポジスト ：エ リザ ベス・リベラ・アルシラさん（1 7 麓）／こミア・モラン ウ エルナ ンデス（ 18 歳）／

カル ロス・アルベル ト・ムチヤ・ロメ君（1 7 歳）／ リサンドロ・カセレス・ゲバ ラ君（ 13 歳 ）／

エステル・ディアス・ゴンザレスさん（大人）

司会 ：奥地圭子（N P O 法人東京シューレ） 通 訳 ：柵原恵子／大野智子

ペルーの子ども団体「ナソップ（M 湖 rSO P）」は、19 9 6年に織成され、働く子ども達1 30 0 0 人がつながる

ネットワーク組織です。その全国代表である4人と協力者（コラボラドーラ）のお話をお聞きしました。出国手続

のトラブルでリサンドロ君とエステルさんの到着が遅れ、シンポジウム終了 15 分前に成田から直行でステージ

に登場というハプニングが逆に会場を盛り上げました。

■自己紹介とペルーの子ども連の状況

エリザペス ：コンニチワ ！私は 10 歳のときから、

家計を助けるために母の家事を手伝う仕事をはじめ

ました。その後、ジュースを作って売る仕事などを経

て、今は市場でおもちやを売る仕事をしています。4

人兄弟の一番上で、自分の着る物や学費などを自

分で働いて得てきました。ペルーの中学校は5年間

ありますが、それを卒業して、現在大学へ行くための

勉強中です。ナソップには、，9 7年に住まいのあるハ

エン市で全国会議が開催されたときから参加してい

ます。次の全国会蕪のときに地域の代表に選ばれ、

2 0 0 0年には全国代表にヨ醤ばれました。働 く青少年

として 目的を持って活動してきた経験は、私にとって

大変意味あるものでした。

ニミア ：トウンベスというペルーの北のエクアドル

との国境の町から来ました。両親は農業をしていて、

上に4 人の姉がいます。私も10 歳のときからアイスク

リーム売りなどをして働いてきました。現在は週末 に

母と一緒にタマーレスという食べ物を作って売る仕

事をし¶ まヽすも働きながら小中学校を卒業して、今

はトウンベスの国立大学でも学んでいます。私の 1 日

は、6時に起きて朝食とシャワー、6時4 5分には家を

出て大学へ向かいます。お昼に古まいったん家へ帰り、

昼食の後また大学へ行きます。夕方帰宅してから家

の仕事を手伝っています。ナソップへは13歳から参
■／

加し、最初トウン′くス地区代表、次に北部地域代表、

そして全国代表と選ばれて活動してきました。

カルロス ：4 人兄弟の一番上で、もう少しすると5

人目が生まれます。両親 は農業をしており、今はそ

れを手伝っています。リマ市のクワチパ 地区のレン

ガ工場（最悪の形態の児童労働の∵つと言われて

いる）で働いていだ 9 9年にナソップのキャンプに参

加し、クワチパ 地区代表に選 ばれました。その後、

全国会議で全国代表に選ばれました。

■大切なのは働く権利

司会 ：今 日の集会は子どもの権利について考え

る集会です。タイトル に「私たちが求める権利とは」と

ありますが、ペルーと日本では国情は違いますが、

子どもたちから見て、自分たちの求める権利とは何

だろうか、ということを見ていきたい と思 います。あな

た方が求める権利 とは何ですか ？

エリザ ぺス ：私たちが一番大事にしていることは、

働く権利です。みなさんがペル ーを訪れたら、6歳

の子 どもでも働 いているの を目にす るで しょう。家計

を支えるため、食べ物や着る物を得るため、学費を

ー1 1 一



つくるために働くのですム私は、朝6時から家の仕事

を手伝います。日本に来てこ■日本の子どもたちは働

いていないということを知りました。親 が払 う税 金で学

校へ行けるそうです。ですが、私たちは 自分で働い

たお金で学校へ行くしかありません。私たちは、働 く

青少年 として、自分の能力と尊厳を持って働いてい

くことをとお して、将来 のペ ル ー を築い ていきたいと

思っています。そして、日本のようなす ばらしい国に

していきたいですも

ナソップの活動 には5 つの柱があります。第一は

「仕事」です。つまり働く権利ですが、それを主張す

ることで尊 厳をもって働 くことが可 能 にな ると思 って

います。働かなければならない子どもたちがいるペ

ルーの状況では、子どもが搾取の対象になってしま

います。だからこそ、働く権利を掲げることは重要な

ことです。国連やIL O では、児童労働をなくすべき

だと主モ渡しています。児童労働があるために第三世

界やペルーの貧困があると説明しています。ですが、

私たちはそれはまったく違うと主張します。私たちに

は搾取のない環境で働く権利があり、尊厳ある仕事

を主張しているのですも

■組織してこそできたこと

ニミア ：第二の柱は「組織化」です。自分たちが

組織されていく中で、自分たちが自分たちの権利を

守っていくという大きな力になっています。以前のよ

うにバラバラになっていたのでは、子どもの権利条

約を実践していくことも難しいものですふ

ナソップは 199 6年 に3 0 の組織がネットワークして

結成されましたが、その前から全国各地に小さな働

く子どもの組織があり、古いものでは2 5年の歴史が

あります。3 0の組織は全国を6つに分けた地域ごと

に組織され、合わせて13 0 0 0人が参カル ています。

2 年ごとに全国代表が選ばれ、活動をリードしていく

ことになっています。6地域にそれぞれ山人ずつ、コ

ラボラドール（協力者）という大人が子どもたちによっ

て選ばれ、ナソップの活動をサポートしていますムま

た、ナソップの活動を推進するためにインフアントと

いう働く子 ども達 のための養 成機 関と、イフェハントと
▼

いう子どもたちをサポートする大人たちを養成する

機関もあります。私 たちは 、生きてい くことのクオリテ

ィを上げていく目的で取り組んでいます。
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ペルー政府は、IL O 条約第 13 8条を批准し、労働

を禁止する年齢を1 2歳から1 5歳まで引き上げまし

た。私たちは以 前のように1 2歳 までとするよう声 明を

出し、政府も約束しましたが、約束どおりにはされま

せんでした。IL O は本来働く者のための機関のはず

ですが、働く青少年にとってはそうではなく、私たち

を違 法としてしまうものとなっています。今年 の1月 に

IL O は ホームページで、「ラテンアメリカには働く子

どもの活動がある。ペルー、ボリビア、エクアドル、パ

ラグアイ、などの 国 々にさま働く青少年 の組織 があり、I

L O に対 して権利を主張したり声明を出したりしてい

る。各国政府は十分に気をつけながら付き合ってほ

しい。決 してほめられ るような運動で はありませ ん」と

いった内容を掲載しました。私たちはこの文章に対

して、国連の子どもの権利条約委員会を通じて謝罪

を求める抗議文を提出しました。亨射罪はありませ ん

でしたが、ホームページは削除されましたやこのよう

な活動も、組織があるからできたことですム

ー健康 、レクリエーションにも取 り組 む

カルロス ：第三の柱は「健康」です。ペルーの大

統領も働 く子どもを応援していると言っ¶ 、ますが、

ほとんど何もしてくれません。私たちは安心して働く

ことができるように、自ら健廉保険の制度を求めてい

こうとしてい ます。また 、インフアントをとお して感 染

症、H Ⅳ などの予防学習にも取り組んでいます。私

たちは労働者ではありますが、働いているだけでは

ありません。一緒になって遊びながら学んでいくとい

う考え方を持っています。それが第 四の柱としている

「レクリエ ーション」です㌔

t 教育も活動の牲

エリザペス ：最後5つ目の柱は「教育」です。組

織をとお してワークショップという形でさまざまな権利

について学んでいきます。インフアントからのサポー

トを受 けな がら進 めていきます 。インファントは 日本

の永山子ども基金の支援で設立されました。また、

働く青少年の学校が全 国に1 2個あります。仕事をし

ながら学べる学校です。

日本の子ども達のシンポジウムを聞いて、世界に

は異 なることがいっぱ いあることを感 じました。ペ ル

ーでは、私たちは勉強したくてしかたありません。政



府は教育を無償 と謳ってはいるのですが、実現して

いません。学ぼうと思ったら汗を流して働いてお金 を

作らなくてはならないのです七日本では、いろいろな

設備が整っているなかで、学校へ行くことが苦痛で

ある現 実があるということに驚 きました。

■仲間づくりは楽しみなが ら

司会 ：設備は整っているが、本当に自分たちが望

む学びができているのか、という疑問を投 げかけて

いるのだと思います。差別や納得のいかない規則、

屈辱 を受 けるようなことがあるという話 が 出てきてい

ました。政何が行う学校だけではく、いろいろな学ぶ

権利 を求めていました。

ナソップでは、自分たちが求める権利をどうやって

実現 しようとしているのか をもう少し聞かせ てください。

130 0 0 人もの子どもたちが参加し刊 るヽということで

すが、中には運動に無関心な子どもなどはいません

か？

カル ロス ： 無関心な子 どもたちもいます。彼らを

引きつ けるため にレクリエ ーションや キャンプ をしま

す。例えば夏のキャンプは各地でやっていて、楽し

みながら私たちがどういう活動をしているのかを伝え

ていきます。，9 9年には国内オリンピックを開催し、サ

ッカー、バレーボールなどスポーツを楽しみながら

働きかけをしました。

■自分自身が変わった ！

司会 ：ナソップをと入って、みなさんが変わったこと

はどん なことで しょう。そして、日本 の子どもたち に言

いたいことは ？

エリザ ペス ：私は自分の意盲就がすごく変わりまし

た。デ ィベ ートす るトレー ニングがされ 、さまざまな提

案もで きるようになりました。学校へ行 っても、先 生 に

対してお か しいことはおか しいと言えるようになりまし

た。自分がイニシアティブと積極性を持つようになり

ました）日本のみなさんには、状況は違っても、共に

尊厳ある仕事、搾取のない仕事が実現するように連

帯していけたらと思いますの

ニミア ： 日本のみなさんにも働く権利をサポート
■ヲ

して欲しいですセ

カル ロス ：以前は仕事を転々と替えていました。

なかなかお金を支払ってもらえないような搾取され

ー13－

た仕事もありました。ナソップ に入って、ちゃんとお

金がもらえるような仕事を得たり、家族を支援すること

もできるようになりました。ペ ル ー と日本 で は天 と地

ほどの違いがありますが、みなさんの持っているもの

を大切にし可能性を10 0 ％、20 0 ％伸ばしてくださ

い。

■プロタゴニスモを推 進しよう

リサ ン ドロ ：こんにちは。いろいろな壁を乗り越

えて、ここ日本までやって来れました。13 歳でナソッ

プの全国代表です。子どもの権利条約は私たちの

権利 を保障してくれる道具だと理解しています。ペ

ルーでは行政、官僚などさまざまな権力者は、私た

ちの声をまったく聞いてくれ ません。ですから、こう

いう条約で権利主張をしていこうとしています。今、

いろいろな国が貧困化しています。そのなかで、プ

ロタゴニスモ（主役主義）を推進していくことはとても

大切なことです。プロタゴニスモとは、人は生まれた

ときから人格があり、社会参加して自分たちが何をど

のようにしていきたいのかを主張する権利があるとい

うことです。貧困をなくし、子どもの社会参加を進め

ようということでは、み なさんと、お そらく心は 一つ だ

と思います。私たちの活動には2 6年前からのムーブ

メントがあります が 、そのムー ブメントとみ なさんの お

かげで、遅れ ても、ここへたどり着けたのだと信じて

いま・す㌔

エステル ：コンニチハ。ナソップの大きな成果の

一つは教育です。私たちコラボラドーラの役割は、

働く子どもたちだけでなく、すべての子どもたちに、

自分たちで 自分たちが社会を変えていくプロセスに

参加していく主役であるというプロタゴニスモを提示

し推進することです。自分たちの権利 をどう守ってい

くか ということは、飢えてい る、い ないなどには 関係

ないことです㌔一人の人格として社会参加していく権

利においては、貧 困国であるかないかに関わらず、

子どもたちは見下された存在です。ナソシプでは、

私たちは平等で人間的な新しい社会をつくっていく

主役なのだ、また、そのようなカがあるのだ、という教

育をしていますもそういった点で、私たちは国境を越

えた兄弟だと思います）

〔 文責：中村国生（東京シューレ）〕



子どもの表現大交流会
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大ホールにて 1 7 ：0 0 小 1 9 ：0 0

兼任者 平田美暮

♂

来て J 見 て J 蝕 りこ・J 好くちの羊現

毎年 、子 どもた ちが 自由に 自己表 現す る場 を設 定 して い る事 を うけて 、 N P O 法人・ 子 ども劇 場 千葉 県

センター が企 画 を担 当。様 々な表 現活 動 を してい る子 どもや若 者 が集 ま り発表 を 目的 と した子 どもの表現

大交流会を開催 した。 〈 映像部門 1 グループ・アー ト部門 3 グループ・音楽部門 9 グループ 〉

目的 ・子どもの権利条約を子どもたちが自己表現する事で更に広げ進めていく

・子どもと大人の境自をな＜ し子どもの権利集約の想いをつないでい＜ 交流会にする

・子どもたち自身が仲間を呼んで参力□で きる場にする

日程・打合せ会社

第1 回 8 ／1 7（土）

第2 回 9 ／2 2 （日）

第3 回 1 0 ／1 3 （日）

ソーラン隊打合せ

第 4 回

第 5 回

ホール打合せ

司会打合せ

1 0 ／2 9（火）

1 1 ／8（金）

1 1 ／1 9（火）

1 1 ／ 2 5 （月 ）

1 1 ／2 9（金）

船橋市中央公民館 準交流会 の 日頃 Lイメ＿＿二望づく＿＿＿り

船橋 コ ミュニ テ ィー カ フ ェ “ひ なた ぼ っ こ” に て ※出演 参加 の呼びかけ

船橋 コ ミュニ テ ィー カ フ ェ “ひ なた ぼ っ こ” に て

※出演参加 グル ープの確認．、ち らし作製 と配布 先の確認

船橋市塚田公民館

船橋市西部公民館

ソー ラ ン隊

バン ドメ ンバ ー

教育会館

船橋市 内にて

実行委 且及 びス タ ッフ 下村くん 小林くん

川本 さん 荻原 さん

プログラム の内容 と団体 名

＜ 作品展示

五十 嵐 亮 輔くん （こどもユ ニットW a k a b a 高 3 ）

グループテケラ （クマサカモモエさん 河井彩任さん

※進行表確認 と係決め

柏市豊 四季台近 隣セ ンター

船橋市内 にて

渡辺 くん 佐 々木 くん 菅野 くん 勝又 さん 安藤 さん

朝倉 さん 金城 さん 椎名 さん

ロビー ＆ホワイエ ＞

T シ ャツ に描いた物な ど力強 さを感 じるイ ラス ト作品集。

平田睦 さん） 高校時代のデザイン専門の仲間たち。

イ ラス ト・ 絵画・ 立体作品・ 写真等 、色 とりどりの作 品群 に関心が集 ま り、子 どもたち との会話 がはず む。

路上詩 人 小 川まゆさん （静 岡市在住 高 3 ） 授業 を終えて駆けつけてくれた。出会った人との

イン ス ピ レー シ ョン で言 葉 を書 く。書 い て も ら っ た も の を 見 て 、ぴ っ た り ！と感 動 の人・人 。人 だ か りは エ ン ドレス で した。

一 14 －
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＜ 舞台発表 出演順 ＞ 司会 渡辺周一くん、小林牧人 くん

看板 N P O 法人市原市こどもセンターの小学生 作製

①ダンスグループ

N P O 法人東 京 シュー レ 9 名

②なかよ しガール ズ （合奏）

浦安子ども劇場 ／j、学生 5 名

③ビデオ映画

石本恵美 さん N P O 法人シ ュー レ大学

④ス ク ラ ッチ バ ン ド

N P O 絵 人ちば M D エ コネ ッ ト 高校生＋若者 4 名

⑤ボイ ジャー

N P O 法 人緑区子 どもサポートセ ンター 中学生 4 名

⑥横浜学生バ ン ド

横浜市在住 高校生＋若者 4 名

⑦もみ あげ フ ァン タ ジー

N P O 法人千葉中央おやこ劇場 若者 4 名

⑧ク ラ ス メ イ ト

柏 ス トリー トミュ ー ジ シ ャ ン 若 者 2 名

⑨ピ ア ノ・ ソ ロ

山浦彬仁 くん 高 1

⑩ロ ック ソー ラ ン 約 5 0 名 し

相子 ども劇 場 ソー ラン隊

N P O 法 人 四街 道 こ ど もネ ッ トワー ク ソー ラ ン 隊

N P O 法人 N P O 佐倉 こ どもステー シ ョン北海組 合

始 め は、 キ リ ツ と した お 化粧 と揃 いの 衣 装 で 登 場 した ダ ン ス グ ル ー プ。 ホ タ ル を イ メ ー ジ した光 が最 後 に ひ

とつになる印象的な舞 台だった。 楽屋 では不安そ うに していた小学生 グルー プが、 出番 とな る と堂 々の演奏。

惜しみない拍手に皆、 とて もいい顔 になって いた。 アンコー ルがほ しか った。次 に記念すべ き第一作 目とい う

短編映画 「温色」 は、効果音のみ で、言葉 がない分観 る側 の心 に直接訴 える ものだった。

表 現 す る醍 醐 味 は これ か ら… 期 待 が ふ く らむ 、 ジ ャ ンル は音 楽 へ と。 ピア ノの ソ ロは ゆ っ た りと詩 の よ うに

語りか け、 バ ン ド演 奏 は “響 け ” とば か りに 力 が 満 っ て い た。 拘 りの 楽 器 、 拘 りの 音 創 り を大 い に発 揮 、 そ し

て拘 りの 仲 間 た ち と共 に会 場 を巻 き込 ん で い く。最 後 は ロ ッ ク ソー ラ ン。オ ー プニ ン グの メ ンバ ー も加 わ り清 々

しく踊 る。 ホー ル 全 体 に ソー ラ ンの 波 が広 が り、 熱 い 2 時 間 が終 了 した。

取り組 みとして

◆ 2 時間 の制約 の中、様 々なジャンル の発表 が出来 た。又 、様 々な子 どもた ち、若者 たちの生 き生 きと

した 姿 が 見 え フ ォー ラ ム を盛 り上 げ るイ ベ ン トと して の 成 功 を担 えた 。

◆打合せ会議が重要 な交流の場 になった。 スタ ッフだ けで な く出演す るメンバー もー緒 に出席す る事で、

フ ォー ラム の 目的 を話 し合 い 、 イ メー ジ を深 め合 うこ とが 出来 た 。

◆機材 を十分に準備 出来 なか った こ とで辞退 した グループが出て しま った事は残 念だった。

◆予算の ない 中、ホール側の担 当の方 にも協力 を頂 き設備 を最小限度に留め、必要な物 は出演者 同士が

補いあ った。 しか し、音調整 は不十分 で歌が聞 きづ らくバ ランスの悪 さが 目立った。

◆この交流会に出演 した子 どもた ち、若者た ちが他の若者 たち とも出会 う交流 の場 が必 要だった。

子 どもた ちが 自己表現 して いる姿 を見 る と元 気が 出 ます。表 現大 交流 会 の 目的 は フォ ー ラム 開催 を受身

にしな い、 自 らや りた い事 で 参加 す る事 に あ りま した。 その参加 の意志 は 『創 り上 げる』 とい う意志 で あ

り、仲 間 と対 話 し、何 日 も、 何回 も練 習 を重ね て準 備 して き ま した。 発表 だけ に留 ま らず心 に残 る感 動 を

生ん だの は、 こ う した プ ロセ ス を子 ども も大 人 も共有 し、 認 め合 う繋 が りが 出来 た ことを意 味 します。

子ど もたちが や りたい事 を発 信 し、 “思 う存 分 ” の表 現 の世 界 が広 が って こそ、 子 ど もの権 利 条約 の進 展

があ る と確信 しま す。

－15－


